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          開けゴマ！

Q1
ふたを開けるのは何年ぶり？

12年ぶり

Q3
どうやって開けるの？
クレーンで吊りあげる

Q2
「ふた」ってどんなの？
たたみ７畳ほどの鋼板
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          青い翳りのなかに浮かぶ光の列。水がきれいすぎて遠近感を感じないまめ……。

Q4
開けたらなにが見えるの？
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Q5
水はどこから出るの？

Q6
水を抜くのに何日かかるの？

約２ヵ月

排水

内水槽外水槽

排水口



① 止水補強工事

② 配管の改良

③ 光電子増倍管の交換
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          うわぁ。宇宙のどこかで数秒に１回起こっている超新星爆発によるニュートリノが、体のなかを通りぬけていってる。

Q8
なぜ改修工事をするの？

6 月上旬～6月下旬 6月下旬～8月中旬 8月中旬～9月末 10 月～12 月中旬 12月中旬～

天井部での作業 水位を下げながら
壁面での作業 底面での作業 超純水を供給して

水位を上げていく 観測再開

超新星背景ニュートリノの観測最大の目標 ガドリニウムを超純水にまぜる観測方法
工事の内容

工事のスケジュール

① 反電子ニュートリノが水中の陽子と反応して
　 陽電子と中性子を放出する
② 陽電子がチェレンコフ光を放つ
③ 中性子がガドリニウムに捕獲されてガンマ線を放つ
④ガンマ線がチェレンコフ光を放つ

反電子ニュートリノと水の反応

Q7
なぜふたを開けるの？
改修工事をするため

SK-Gd計画の目標

　宇宙には、過去の超新星爆発から放出されたニュートリノが
飛び回っています。その中で反電子ニュートリノの特徴的な信
号を探します。

　エネルギーの高いニュートリノの反応では、発生する中性子
の数を調べることでニュートリノと反ニュートリノとの区別を
しやすくなります。また、陽子崩壊事象と大気ニュートリノに
よる事象の区別もより正確になると期待されています。

超新星爆発からのニュートリノ事象

SK-Gd によって
反電子ニュート
リノ事象を排除

超新星爆発※1 の方向が明確になる

※1　超新星背景ニュートリノではなく近くの超新星爆発により 10秒ほどで放出される事象

超新星背景ニュートリノの発見1

超新星爆発の方向を決める精度の向上2

ニュートリノと反ニュートリノの
判断能力の向上3
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Q9
どうやって中で作業するの？

17

  Features

ゴンドラ ゴムボート 浮き床

Features

          わぁ～、中に入るとこんなふうに見えるんだね。



① TA の大気蛍光望遠鏡による
     極高エネルギー宇宙線スペクトルの測定極高エネルギー宇宙線観測実験
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極高エネルギー宇宙線観測の今後の展望

② Auger の大気蛍光望遠鏡による
     超相対論的な磁気モノポール探査解析

③ 次世代の宇宙線観測実験の開発研究
     としての新型大気蛍光望遠鏡の開発
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          猫派。にゃー。豆ごはんは好きですか？

  Report

参考文献

藤井 俊博 東京大学宇宙線研究所 日本学術振興会特別研究員

　奈良県出身、2012 年大阪市立大学
にて博士（理学）取得。その後、東
京大学宇宙線研究所、シカゴ大学カ
ブリ宇宙物理学研究所を経て 2016
年より現職。専門は極高エネルギー
宇宙線観測。趣味は写真、自転車、
世界遺産散策。猫派。

実施レポート



Press Release
132.8 億光年かなたの銀河に酸素を発見
酸素の最遠方検出記録をさらに更新

Event
「喫茶室かぐら」
作家と学者の出会うところ

24

Press Release  /  Event

7/13 募集締切
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日付 名前 異動内容 職 2018.4.20
Dr. Takashi Sako (ICRR)
"Forward Particle Measurements at Colliders and Air Shower Development "
2018.5.25
Dr. Koji Noda (ICRR)
"Gamma-ray Burst Physics with MAGIC and CTA LST"
2018.6.19
Dr. Ken Mawatari (ICRR)
"Challenge to the Most Distant Evolved Galaxies: Hint on Star-formation 
Activity during the First 500 Million Years of the Cosmic History”

  Information
人事異動

  Information
ICRR Seminar

住所　〒277-8582　千葉県柏市柏の葉 5-1-5
TEL　04-7136-3102（代表）

URL　www.icrr.u-tokyo.ac.jp
E-mail　icrr-pr@icrr.u-tokyo.ac.jp
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